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み
な
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、

適
度
な
運
動
は
健
康
的
な
日
々
を

送
る
た
め
に
と
て
も
重
要
で
す
。

「
運
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
わ
か
っ
て
い
る
。
た
だ
、
機
会

が
な
い
、
き
っ
か
け
が
な
い
」
そ

う
い
う
か
た
は
一
度
無
料
体
験
を

受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
担
当
の
指
導
員
が
し
っ
か
り

と
み
な
さ
ん
を
指
導
い
た
し
ま

す
。

「
泳
ぐ
コ
ー
ス
」

４
泳
法
の
習
得
を
第
一
目
標
と

し
て
泳
い
で
い
き
ま
す
。
プ
ー
ル

に
入
る
の
が
初
め
て
の
か
た
や
久

し
く
プ
ー
ル
に
入
っ
て
い
な
い
か

た
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
ま
ず
は
水
に

慣
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
き

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
も
う
す
で
に
泳

げ
る
か
た
の
さ
ら
な
る
泳
力
ア
ッ

プ
と
い
う
ご
要
望
に
も
し
っ
か
り

と
お
応
え
し
ま
す
。

「
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
」

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
水
中
で
楽
し

く
有
酸
素
運
動
や
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
コ
ー
ス
で

す
。
水
中
で
は
浮
力
の
影
響
で
、

膝
や
腰
に
か
か
る
負
担
が
大
幅
に

軽
減
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
体
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
運
動

を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
初
心
者
大

歓
迎
で
す
の
で
、
是
非
一
度
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間

６
月
12
日
（
火
）
〜
23
日
（
土
）

　
（
注
）
日
、
月
曜
日
は
ス
ク
ー

ル
が
お
休
み
で
す
。

■
曜
日
と
時
間

火
曜
日

●
Ｈ
２
（
泳
ぐ
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

●
Ｌ
２
（
泳
ぐ
）

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

木
曜
日

●
Ｑ
４
（
ア
ク
ア
）

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

金
曜
日

●
Ｌ
５
（
泳
ぐ
）

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

土
曜
日

●
Ｑ
６
（
ア
ク
ア
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

●
Ｌ
６
（
泳
ぐ
）

午
後
６
時
〜
午
後
７
時

■
対
象
者

13
歳
以
上

■
お
申
し
込
み
方
法

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
町
民
プ
ー
ル
受

付
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
期
間
中
お
１
人
様
「
泳
ぐ
コ
ー

ス
」「
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
」
各
１
回

ず
つ
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ

町
民
プ
ー
ル
あ
め
ん
ぼ

　
　
　
　

☎
82
・
０
１
２
３

「
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

ぐ
コ
ー
ス
」
と
「
ア
ク
ア
ビ
ア
ビ
ク
ス
」
の
無

ク
ス
」
の
無

用
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

用
ス
イ
ミ
ン
グ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

ス
ク
ー
ル
ー
ル

町
民
プ
ー
ル
で
気
軽
に
健
康
づ
く
り

保
育
士
さ
ん
を

　

募
集
し
て
い
ま
す

●
町
臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

保
育
園
の
保
育
士
が
病
気
や
出

産
な
ど
で
休
む
と
き
に
、
代
替
と

し
て
お
願
い
す
る
代
替
保
育
士
の

登
録
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

は
、
福
祉
課
に
登
録
申
請
用
紙
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
記
入
い
た
だ

き
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
申
請
に
は
、
保
育
士
資
格

証
明
書
の
写
し
と
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

　
　
　
　

☎☎
82
・
０
６
６
１

●
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
は
登
録
を

保
育
士　
　

若
干
名

■
受
験
資
格

平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
の
年

齢
が
概
ね
50
歳
以
下
の
者
で
、
保

育
士
資
格
を
有
す
る
者

■
任
用
期
間

平
成
19
年
８
月
１
日
〜
平
成
19

年
９
月
30
日
（
更
新
あ
り
）

■
賃
金

日
額
６
、３
０
０
円

（
期
末
手
当
、
通
勤
手
当
あ
り
）

■
採
用
試
験

　

７
月
10
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
受
付

作
文
・
面
接
試
験

■
応
募
方
法
及
び
受
付
期
間

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
６
月

29
日
（
金
）
ま
で
に
総
務
課
へ

提
出

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課☎☎

82
・
２
５
４
９
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■
納
期
限
内
に
納
税

　

町
で
は
、
６
月
と
12
月
を
、
公

平
な
納
税
と
町
税
収
入
確
保
強
化

月
間
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
本
年
度
か
ら
「
公
正
・

公
平
な
納
税
重
点
月
間
」と
改
め
、

税
金
の
滞
納
に
対
す
る
滞
納
整
理

や
滞
納
処
分
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に

よ
り
、
６
月
か
ら
町･

県
民
税
が

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
税

金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

■
延
滞
金
14
．
６
㌫
を

　
　
　
　
　

徴
収
し
ま
す

　

延
滞
金
は
、
地
方
税
法
に
基
づ

き
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月

の
期
間
は
年
率
７
．
３
㌫
（
た
だ

し
、
現
行
割
合
で
は
年
率
４
．
４

㌫
）
そ
れ
以
降
は
、
年
率
14
．
６

㌫
（
税
金
１
万
円
に
つ
き
一
日
４

円
の
割
合
）
で
徴
収
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
、
う
っ
か
り
忘
れ
て
い
た

だ
け
で
あ
っ
て
も
、
納
期
限
に
間

に
合
わ
な
け
れ
ば
延
滞
金
は
課
せ

ら
れ
ま
す
。

■
納
期
限
を
過
ぎ
た
か
た
に
は

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
て
い

な
い
か
た
に
は
、
早
く
納
付
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
督
促
状
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。督
促
を
し
て
も
、

な
お
、
完
納
さ
れ
な
い
滞
納
者
に

つ
い
て
は
、
納
付
催
告
及
び
差
押

予
告
書
を
お
送
り
し
て
、
指
定
期

限
ま
で
に
税
金
を
完
納
し
て
い
た

だ
く
か
、
分
納
等
の
納
税
折
衝
に

来
庁
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

■
納
税
の
誠
意
の
な
い
滞
納
は

　

財
産
を
差
し
押
さ
え
ま
す

　

町
で
は
、
納
税
の
誠
意
の
な
い

滞
納
者
に
つ
い
て
、
勤
務
先
の
給

与
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
や
生
命

保
険
な
ど
の
債
権
、
動
産
、
不
動

産
な
ど
の
財
産
を
調
査
し
、
そ
の

上
で
、
完
納
さ
れ
た
納
税
者
と
の

公
平
を
保
つ
た
め
、
ま
た
、
町
民

の
財
産
で
あ
る
大
切
な
町
税
を
確

保
す
る
た
め
、
税
法
に
基
づ
き
、

滞
納
者
の
給
与
・
預
貯
金
な
ど
の

債
権
・
動
産
・
不
動
産
を
差
押
え

ま
し
た
。（
下
表
参
照
）

　

差
押
え
の
後
、
特
別
な
理
由
も

な
く
滞
納
が
続
き
ま
す
と
、
差
押

財
産
を
公
売
し
、
滞
納
税
金
に
充

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

納
税
の
義
務
を
果
た
す
た
め
、

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
町
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
税　
　

税
務
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
２

　

国
保
税　

住
民
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０

６
月
は
公
正
・
公
平
な
納
税
重
点
月
間
で
す

　
　
　

み
ん
な
で
納
期
限
を
守
り
正
し
く
納
税
し
ま
し
ょ
う

区
分

不
動
産

債　　　　　権 動
産
合計

（件）
預
貯
金

給
料

所得
税還
付金

貸借・
委託          
料等

生
命
保
険

有
価
証
券

電
話
加
入
権

そ
の
他

自
動
車

差
押
件
数

261 186 13 31 14 5 2 4 1 4 521

※滞納処分の対象税目：町県民税、法人町民
　税、固定資産税、軽自動車税及び国民健康
　保険税。
※不動産の差し押さえには、参加差し押さえ
　を含む。
※財産などの調査をした結果、差し押さえる
　財産がなかったり、滞納者が行方不明で徴
　収できない場合は、滞納処分を執行停止し
　ます。平成１８年度に滞納処分の執行停止
　となった件数は、無財産によるもの２４件、
　生活困窮によるもの１５件、所在・財産不
　明によるもの３６件、合計７５件でした。

平成１８年度　滞納処分（差し押さえ）執行状況

　５月１７日に役場第２庁舎で、佐用町文化
財保護審議委員会が開催され、８人の佐用町
文化財保護審議委員に委嘱状が交付されまし
た。
　各委員は、町教育委員会が受け付けた、町
文化財の指定や現状変更の申請について、諮
問を受け審議したのち、町教育委員会へ答申
します。
　また、文化財の保存及び活用に関する重要
事項について調査審議し、町教育委員会に建
議します。
　任期は平成１９年４月１日から平成２１年
３月３１日までの２年間です。
　８人の委員は次のとおり（敬称略）。
　
　小林　肇（奥金近）　　森本　實（奥長谷）
　黒川惠凖（平福中町）　大上　武（中上月）
　舟引良基（林崎）　　　内海 功一（船越）
　保田彰則（乃井野）　　野村　靍　（新宿）

町文化財保護審議委員を委嘱
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■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

こ
れ
ま
で
、
75
歳
（
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
65
歳
）
以
上

の
か
た
は
、「
老
人
保
健
制
度
」

で
医
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、
新
し
い

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
制
度
の
概
要

【
被
保
険
者
】

　

75
歳
以
上 

（
一
定
の
障
が
い
の

　

あ
る
か
た
は
65
歳
以
上
）

【
患
者
負
担
】

　

医
療
費
の
１
割
（
現
役
並
み
所

得
者
は
３
割
）
を
患
者
本
人
が
負

担
し
ま
す
。

【
保
険
料
】

　

原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら
の
保

険
料
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
を

行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険

料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合

に
は
、
天
引
き
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。 

　

保
険
料
の
率
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
11
月
ご
ろ
に
決
定
す
る
予

定
で
す
。

■
運
営
の
仕
組
み

　

こ
の
制
度
の
運
営
は
、
兵
庫
県

内
す
べ
て
の
市
町
が
加
入
す
る

「
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
」
が
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
広
域
連
合
に
お

い
て
被
保
険
者
の
認
定
、
保
険
料

の
決
定
や
医
療
の
給
付
な
ど
を
行

い
、
市
町
で
は
保
険
料
の
徴
収
、

被
保
険
者
証
の
引
渡
し
や
各
種
申

請
な
ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま

す
。

　

75
歳
以
上
の
か
た
は
す
べ
て
、

こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
、
政

府
管
掌
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組

合
な
ど
の
被
保
険
者
・
被
扶
養
者

で
は
な
く
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
と
な
り
、
個
々
に

保
険
料
を
納
め
る
と
と
も
に
、
広

域
連
合
が
交
付
す
る
被
保
険
者
証

を
医
療
機
関
に
提
示
し
て
、
診
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
配

偶
者
や
子
ど
も
の
扶
養
家
族
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
保
険
料
を

払
っ
て
い
な
か
っ
た
人
は
、
緩
和

措
置
が
あ
り
ま
す
）。 

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
82
・
０
６
６
１

　

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
事
務
局

　

☎
０
７
８
・
３
２
６
・
２
６
１
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.kouiki-hyogo.jp

 

老
人
保
健
制
度
が
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
「
老
人
保
健
制
度
」
に
変
わ
っ
て
、
新
た
に
独
立
型

の
健
康
保
険
と
し
て
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
は
じ
ま
り
、
保
険
料
は

原
則
と
し
て
加
入
者
が
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

有
効
期
限
が
平
成
19
年
９
月

30
日
ま
で
の
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
か
た
で
、

10
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
受

給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

か
た
。

■
申
請
期
間

　

７
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
28
日
（
金
）

■
必
要
書
類

　

①
更
新
交
付
申
請
書

　

②
臨
床
調
査
個
人
票（
診
断
書
）

　

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

　

④
患
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

　

⑤
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得

　
　

税
額
を
証
明
す
る
書
類

　
　
（
一
部
省
略
で
き
る
場
合
が

　
　

あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
窓

　
　

口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　

⑥
重
症
申
請
書
（
重
症
申
請

　
　

さ
れ
る
か
た
の
み
必
要
）

　

⑦
重
症
申
請
用
診
断
書（
同
右
）

　

※
疾
患
や
重
症
度
に
よ
っ
て

　

必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
上
の
注
意
点

　

受
給
者
証
が
お
手
元
に
届
く

の
は
、
審
査
会
か
ら
１
カ
月
程

度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

（
８
月
末
日
ま
で
に
）
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
時
期
が
９
月

以
降
に
な
る
と
、
受
給
者
証
が

10
月
ま
で
に
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
健
康
福
祉
事
務
所

　

健
康
課　

☎
82
・
２
６
２
１

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

　
　

継
続
交
付
申
請
は
お
早
め
に

　

７
月
２
日
か
ら

　
　
　
　

佐
用
健
康
福
祉
事
務
所
で
継
続
交
付
を
受
け
付
け
ま
す



5

■
就
学
前
の
乳
幼
児
の
か
た
は
、

一
部
負
担
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
、

重
度
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
及

び
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

を
お
持
ち
で
、
就
学
前
（
小
学
校

へ
入
学
前
）の
乳
幼
児
の
か
た
は
、

一
部
負
担
金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

　

佐
用
町
で
は
、
兵
庫
県
が
行
う

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
に
加

え
て
、
町
単
独
事
業
と
し
て
就
学

前
乳
幼
児
を
対
象
に
、
医
療
費
の

無
料
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
お
支
払
い

さ
れ
た
一
部
負
担
金
は
、
役
場
へ

請
求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
後
日
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

認
印
・
領
収
書
・
健
康
保
険
証
・

受
給
者
証
・
振
込
先
口
座
の
わ
か

る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、
福
祉

課
ま
た
は
、
各
支
所
総
合
窓
口
課

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
都
度
お
越
し
い
た
だ
か
な
く

て
も
、
あ
る
程
度
ま
と
め
て
請
求

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

領
収
書
が
発
行
さ
れ
な
い
場
合

（
レ
シ
ー
ト
な
ど
）
は
、
医
療
機

関
等
窓
口
の
担
当
の
か
た
に
、
レ

シ
ー
ト
な
ど
に
受
給
者
氏
名
を
記

載
し
て
も
ら
い
、
担
当
の
か
た
か

医
療
機
関
な
ど
の
印
を
押
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
社
会
保
険
適
用
外
の
費

用
（
薬
の
容
器
代
・
食
事
代
・
差

額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
）
は
、
支
給
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
県
外
で
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、

後
日
役
場
へ
請
求
を

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
兵
庫

県
の
制
度
で
あ
る
た
め
、
県
外
で

受
診
な
ど
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療

機
関
等
窓
口
で
助
成
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
役
場
へ
請
求

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

後
日
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

認
印
・
領
収
書
・
健
康
保
険
証
・

受
給
者
証
・
振
込
先
口
座
の
わ
か

る
も
の
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
福

祉
課
ま
た
は
、
各
支
所
総
合
窓
口

課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
１
カ
月
の
支
払
医
療
費
が
一
部

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、

後
日
役
場
へ
請
求
を

　

１
カ
月
に
医
療
機
関
等
窓
口
で

支
払
っ
た
医
療
費
が
、
受
給
者
証

に
記
載
し
て
あ
る
外
来
・
入
院
の

一
部
負
担
金
限
度
額
を
超
え
た
場

合
は
、
後
日
役
場
に
請
求
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
超
え
た

金
額
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

認
印
・
領
収
書
・
健
康
保
険
証
・

受
給
者
証
・
振
込
先
口
座
の
わ
か

る
も
の
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
福

祉
課
ま
た
は
、
各
支
所
総
合
窓
口

課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
社
会
保
険
適
用
外
の
費

用
（
食
事
代
・
容
器
代
・
差
額
ベ
ッ

ド
代
等
）
は
、
支
給
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康

保
険
か
ら
高
額
医
療
費
の
支
給
を

受
け
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
が
わ

か
る
書
類
（
振
込
通
知
や
決
定
通

知
書
な
ど
）も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
１

　
　

該
当
さ
れ
る
場
合
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た
は
、
各
支
所
総
合
窓
口
課
で
手
続
き
を

福
祉
医
療
は
請
求
す
る
と
一
部
負
担
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

乳
・
障
・
母 
を
お
持
ち
の
み
な

さ
ん
へ

福
祉
医
療
受
給
者
証
（
老
・
障
・

乳
・
母
・
高
）
を
お
持
ち
の
み

な
さ
ん
へ

老 

を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

（
老
・
障
・
乳
・
母
・
高
）

の
更
新
の
お
知
ら
せ

　

福
祉
医
療
の
受
給
者
証
は
、

７
月
１
日
か
ら
新
し
い
受
給
者

証
に
な
り
ま
す
。
新
受
給
者
証

は
６
月
下
旬
に
郵
便
で
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
必
ず
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
新
し
い
受
給

者
証
は
黄
色
に
な
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
古
い
受
給
者
証
（
水

色
）
は
、
福
祉
課
ま
た
は
、
各

支
所
総
合
窓
口
課
に
ご
返
却
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
（
急
ぎ
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
、

役
場
や
支
所
に
用
事
の
あ
る
際

に
返
却
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結

構
で
す
）。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
１

７
月
か
ら
は
新
し
い
受
給
者
証
に
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４
月
27
日
を
中
心
に
南
光
若
あ
ゆ
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
、
中
学

校
春
季
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
種
目
も
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

《
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
》

【
男
子
】

団
体
戦

第
１
位

三
日
月
中

第
２
位

上
月
中

個

小
川
浩

小
川川
浩

月
中
月
中中
月
中
）））

　

月
中
月
中中中
））

　　
　
　
　
　

谷
口
正
樹（
上
月
中
）

月
中中
月
中
））

【
女
子
】

団
体
戦

　

第
１
位　

三
日
月
中

第
２
位

上
津
中

個
人
戦

　

第
１
位　

重
崎
奈
々
絵

大
浦
瑞
貴（
三
日
月
中
）

第
２
位

高
畑
有
梨

　
　
　
　
　

林
田
玲
奈（
上
津
中
）

　

第
３
位　

梶
本
早
紀

瀬
戸
さ
ゆ
り（
佐
用
中
）

　

第
３
位　

蓮
井
こ
の
み

　
　
　
　
　

井
関
理
恵（
三
日
月
中
）

■
宍
粟
市
春
季
球
技
大
会

《
卓　

球
》

【
男
子
】

団
体
戦

第
１
位　

三
土
中

個
人
戦

第
１
位

松
阪

純（
三
土
中
）

第
２
位　

藤
田
一
輝（
三
土
中
）

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
佐
用
郡
中
学
校
春
季
球
技
大
会

《
野

球
》

第
１
位

佐
用
中

第
２
位　

上
月
中

《
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
》

第
１
位

上
月
中

第
２
位　

上
津
中

《
卓　

球
》

【
男
子
】

団
体
戦

第
１
位　

上
津
中

第
２
位　

佐
用
中

個
人
戦
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

第
１
位　

春
井
浩
明（
上
津
中
）

第
２
位　

山
本　

拓（
上
津
中
）

第
３
位

宮
本

享（
上
津
中
）

第
３
位

山
本
健
晴（
上
津
中
）

個
人
戦
（
ダ
ブ
ル
ス
）

第
１
位

山
本
健
晴

宮
本

享（
上
津
中
）

　

第
２
位　

山
本　

拓

　
　
　
　
　

春
井
浩
明（
上
津
中
）

第
３
位

矢
野
和
樹

渡
辺
鎮
郭（
上
月
中
）

　

第
３
位　

山
根
悠
司

盛
崎
圭
亮（
佐
用
中
）

【
女
子
】

団
体
戦

　

第
１
位　

佐
用
中

第
２
位

三
日
月
中

個
人
戦
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

　

第
１
位　

幸
田
悠
那（
三
日
月
中
）

第
２
位

竹
内
真
綾（
佐
用
中
）

第
３
位

祖
開
美
奈
子
（
上
月
中
）

　

第
３
位　

長
谷
川
智
香
（
佐
用
中
）

個
人
戦
（
ダ
ブ
ル
ス
）

第
１
位

長
谷
川
智
香

　
　
　
　
　

笹
谷
里
穂（
佐
用
中
）

　

第
２
位　

幸
田
悠
那

後
藤
希
実（
三
日
月
中
）

第
３
位

中
島
朋
見

　
　
　
　
　

竺
原　

愛（
上
月
中
）

第
３
位

芳
原
友
佳
梨

祖
開
美
奈
子（
上
月
中
）
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５
月
５
日
、
13
日
の
２
日
間
、

第
15
回
ビ
ス
ラ
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。西

は
岡
山
県
か
ら
東
は
姫
路
市

ま
で
総
勢
31
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
お
互
い

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

一
日
目
は
上
月
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

上
月
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
利
神

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
３
会
場
で

予
選
が
行
わ
れ
、
佐
用
町
か
ら
は

利
神
ド
ジ
ャ
ー
ス
と
佐
用
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
が
決
勝
リ
ー
グ
に
進
み
ま

し
た
。

二
日
目
の
決
勝
リ
ー
グ
で
、
佐

用
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
順
調
に
勝
ち

進
み
、
決
勝
戦
へ
と
駒
を
進
め
、

た
つ
の
市
の
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
香
島

と
対
戦
し
ま
し
た
。

惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
強

豪
チ
ー
ム
が
多
い
中
で
準
優
勝
と

大
健
闘
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

レ
ッ
ド
ス
タ
ー
香
島

（
た
つ
の
市
）

準
優
勝　

佐
用
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
用
町
）

第
３
位

飾
西
子
供
会（
姫
路
市
）

第
３
位　

大
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
岡
山
県
美
作
市
）

町
体
育
協
会
佐
用
地
域
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会
で
は
、
佐
用
ペ

タ
ン
ク
大
会
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

ペ
タ
ン
ク
は
、
と
て
も
簡
単

な
ル
ー
ル
で
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
ど
な
た
で
も
で
き

ま
す
。

　

選
手
３
名
・
監
督
１
名
（
選

手
が
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
）

で
１
チ
ー
ム
を
構
成
し
ま
す
。

ご
近
所
・
職
場
な
ど
で
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
と
き

　

６
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

８
時
45
分
受
付

（
予
備
日
：
６
月
30
日
（
土
））

■
と
こ
ろ

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
佐
用
グ
ロ
ー
リ
ー
横
）

■
参
加
費

１
チ
ー
ム
あ
た
り
８
０
０
円

　
（
当
日
徴
収
・
参
加
賞
あ
り
）

■
表
彰

優
勝
・
準
優
勝
・
第
３
位
に

は
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈

（
第
４
位
に
は
記
念
品
を
贈
呈
）

■
申
込
期
日

６
月
12
日
（
火
）
必
着

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

☎☎
82
・
３
３
３
６　

ペ
タ
ン
ク
で
交
流
を

佐
用
ペ
タ
ン
ク
大
ク
大
会

者

大
会　

参
加
者
募
集

者
募
集集

白
球
を
追
い
か
け
て

第第
1155

ビ
ス
ラ
カ
ッ
プ
ソ
フ

回
ビ
回
ビ
ス
ラ
カカ
ッ
プ
ソ
フ
トト
ボ
ト
ボ
ー
ル
大
ル
大
会
大
会

５
月
６
日
、
け
ん
こ
う
の
里
三

日
月
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お

い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
三
日
月
連
合

会
主
催
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
約
60

名
は
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
な
ど
で

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
お
互
い
に
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
激
し
い
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優　

勝　

：　

田
此
Ｃ
チ
ー
ム

準
優
勝

：

久
保
チ
ー
ム

第
３
位

：

田
此
Ｂ
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
交
流

老
人
ク
ラ
ブ
三
日
月
連
合
会

　日ごろの練習の成果を発揮
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■
募
集
期
間

　

６
月
１
日
（
金
）
〜

　

６
月
30
日
（
土
）

■
と
き

　

平
成
19
年
11
月
11
日
（
日
）

■
と
こ
ろ

　

ス
タ
ー
シ
ャ
ワ
ー
の
森
音
楽
堂

　

ス
ピ
カ
ホ
ー
ル

■
参
加
資
格

　

マ
イ
ク
な
ど
を
使
わ
な
い
生
音

に
よ
る
演
奏
を
行
え
る
か
た
。

■
演
奏
時
間

　

12
分
以
内

■
参
加
料

　

出
演
者
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　

２
、０
０
０
円

■
募
集
組
数　

10
組

■
申
込
方
法　

　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
主

催
者
側
で
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

ス
ピ
カ
ホ
ー
ル

　
　
　
　

☎
82
・
０
５
９
５

☆
詳
し
く
は
、
佐
用
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第 16回
　

木
造
の
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の
、

　
　
　
　
　
　

耳
に
や
さ
し
い
自
然
な
響
き
を
奏
で
て
み
ま
せ
ん
か

ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
音
楽
祭
出
場
者
募
集

　

本
講
習
は
、
一
日
目
に
基
礎
講

習
、
２
〜
４
日
目
は
、
救
急
員
養

成
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
講
習
日

　

７
月
７
日
（
土
）、８
日
（
日
）、

　

14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）

■
講
習
時
間　

各
日
と
も

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
講
習
会
場

　

南
光
文
化
セ
ン
タ
ー

■
受
講
条
件

　

満
15
歳
以
上
で
、
全
日
程
を
通

し
て
受
講
で
き
る
か
た

　
（
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、　

　

佐
用
町
内
在
住
者
を
優
先
）

■
受
講
定
員　

30
人　

■
受
講
料　

無
料

■
教
材
費　

３
、０
０
０
円

（
講
習
教
本
、
教
材
セ
ッ
ト
な
ど
）

■
携
行
品

　

筆
記
用
具
、
実
技
の
し
や
す
い

服
装
、
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
、
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
各
１
枚
、

昼
食

　
（
実
技
の
と
き
は
、
化
粧
禁
止
）

■
お
申
し
込
み
方
法

　

日
赤
兵
庫
県
支
部
所
定
の
申
込

用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
福
祉
課

へ
送
付
す
る
か
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
期
間

　

６
月
20
日
（
水
）
到
着
分
ま
で

　

受
講
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
し
、
10
人
に
満
た
な
い
場
合

は
開
催
し
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

　

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
と
赤

十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
に

分
け
て
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

福
祉
課　

   

☎ 

82
・
０
６
６
１

　
　
　
　
　

   

FAX　
82
・
０
１
４
６

赤
十
字
救
急
法
講
習
受
講
生
募
集

　

町
で
は
、
優
良
農
地
の
保
全
及

び
担
い
手
の
確
保
、
大
規
模
経
営

農
家
の
育
成
を
目
的
に
農
業
の
担

い
手
育
成
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

■
対
象
農
地

①
町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
で

　

農
用
地
区
域
に
あ
る
水
田
（
生

　

産
調
整
細
目
書
に
記
載
の
あ
る

　

も
の
に
限
る
）

②
当
該
年
度
の
７
月
１
日
現
在
で

　

５
年
以
上
の
貸
借
契
約
（
利
用
権

　
　

設
定
）
が
行
わ
れ
て
い
る
水
田

③
当
該
年
度
に
お
い
て
農
産
物
が

　

栽
培
さ
れ
て
い
る
水
田
（
保
全

　

管
理
な
ど
は
対
象
外
）

■
交
付
対
象
者

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者

②
経
営
水
田
面
積
が
1.0
㌶
以
上
で

　

あ
る
こ
と
（
借
り
受
け
水
田
を

　

含
む
）

③
当
該
水
田
に
お
い
て
、
自
ら
農

　

産
物
を
栽
培
し
て
い
る
こ
と

④
貸
借
権
（
利
用
権
設
定
）
を
設

　

定
す
る
農
業
者
と
設
定
を
受
け

　

る
農
業
者
が
同
一
世
帯
ま
た
は

　

一
親
等
で
な
い
こ
と

⑤
補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る
水  

　

田
面
積
の
合
計
が
10
㌃
以
上
で

　

あ
る
こ
と

■
補
助
金
額
（
10
㌃
当
た
り
）

　

●
認
定
農
業
者

　
　

１
０
、０
０
０
円

　
　
　
（
初
年
度
・
２
年
目
以
降
）

　

●
一
般
農
業
者

　
　

１
０
、０
０
０
円
（
初
年
度
）

　
　
　

７
、０
０
０
円
（
２
年
目
以
降
）

■
申
請
期
限

　

当
該
年
度
の
９
月
28
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課
☎
82
・
０
６
６
７

農
業
の
担
い
手
に
育
成
奨
励
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
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町
と
佐
用
町
国
際
交
流
協
会
で

は
８
月
２
日
（
木
）
〜
８
月
５
日

（
日
）
ま
で
、
大
阪
大
学
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

事
業
「
い
な
か
の
え
ん
げ
」
を
実

施
し
ま
す
。

「
い
な
か
の
え
ん
げ
」
に
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
ご
家
族
を
募
集
し
ま

す
。４

日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
」
や

「
浴
衣
パ
ー
テ
ィ
ー
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
留
学
生
と
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
家
族
の
よ
う
に

交
流
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　

興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
言
葉
が

通
じ
る
の
か
心
配
・
・
・
と
思
わ

れ
る
か
た
が
多
い
で
し
ょ
う
。
留

学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
日
本
語
で
十
分
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
、「
留

学
生
と
の
交
流
は
楽
し
く
、
い
ろ

い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
と
い
う
大
都
会
し
か
知
ら

な
い
留
学
生
に
、
美
し
い
自
然
と

歴
史
が
残
る
佐
用
町
で
思
い
出
と

い
う
お
み
や
げ
を
作
っ
て
あ
げ
ま

せ
ん
か
。

■
受
け
入
れ
期
間

８
月
２
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　

８
月
５
日
（
日
）

■
募
集
家
族　

10
家
族

■
募
集
期
限

６
月
29
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
課
☎
82
・
０
６
６
４

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集ん

３３
泊
４４
日
で

ん
か
ん
か

〈県民芸術劇場〉
足立輝代コンサート

◎６６月月 午後午午後２時開演

　　
　　　
◎入場◎◎入場入場
　　　　一般　　 　 １、０００円００円
　　　
　　　
　　　
　　　
◎お◎お問お問

〈佐用町出身バンドのライブ〉

　　　　Ｒｏｃｋ ’ ｎ ’ Ｓｕｍｍｅｒ
　　　　　Live in sayo　#１
◎◎７７月月 （（日日）午）午午

化ホ ル◎おりひめ文化◎お 化り 化ホ ル

００円００円円
　　　　高校生以下      　５００円
◎お◎お問問

〈“おやっ ” と思ったらご相談ください〉

　　　　　もの忘れ
　　　　　　健康相談
◎◎６６
午後午午後

◎◎町保
◎◎担当医
西播磨リハビリテーション病院　
（テクノ）神経内科医　柿木先生
◎◎お申し込み・お問い合わせ
健康課　☎８７-８０２０
　（佐用町地域包括支援センター）

〈便利で安全〉

住民基本台帳カード
　住基カードは、市区町村が希望者
に交付しているＩＣカードで、身分
証明書にもなり、住民票の転入転出
手続きの際に転出証明書が不要にな
るなど大変便利です。

■取得に必要なもの
　１　縦 45㍉×横 35㍉の写真

（写真付きを希望される場合）
　２　本人確認書類
　３　印かん
　４　交付手数料５００円
◎お問い合わせ　◎お問 わせ　
　　　　住民課　☎８２-０６６０

■狩猟免許試験
■受験費用（申請費用）
５、３００円（県証紙貼付）

■試験の日程と場所
【第１回】
○申込期間
６月４日（月）～ 19 日（火）
　（６月 18 日（月）消印有効）

○知識 ･適性試験日及び場所
７月４日 ( 水 )( 神戸、姫路、養父）

【第２回】
○申込期間
８月６日（月）～ 21 日（火）
　（８月 20 日（月）消印有効）

○知識 ･適性試験日及び場所
９月８日 ( 土 ) 神戸

■免許の種類
･第一種銃猟 (装薬銃、空気銃 )
･ 第二種銃猟 ( 空気銃 )
･ 網猟　･わな猟

■お問い合わせ
上郡農林水産振興事務所   森林林業課
☎☎０７９１・58・２１９８

■初心者講習会
㈳兵庫県猟友会では、試験前

の６月と８月に、これから狩猟
免許を受験されるかたを対象に
した、知識・技能に関する初心
者講習会 ( 要申し込み・有料 )
が実施される予定です。
■お問い合わせ
社団法人兵庫県猟友会
☎☎０７８・３６１８１２７

狩猟免許試験
初心者講習会
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　    が大きく変わりました

住宅ローン控除はご確認を

■他にはどんな措置があるの？
　　納税者の負担が変わらないように、次のような措置が講じられています。
　①所得税と住民税の人的控除（扶養控除など）の差によって生じる額は、
　　住民税で調整されます。
　②所得税の住宅ローン控除について、平成 18 年までの入居者については、
　　所得税の減税額が減少するときは、申告によって翌年度の住民税から減
　　額します。
　③平成 19 年の所得税が課税されなかった場合、納税者からの申告に基づ
　　き翌年度に住民税が再計算され、納めた税額との差額分が減額（還付）
　　されます。

■他にも税制のしくみの見直しが行われます
　【定率減税の廃止】
　　　平成１１年度から景気対策として導入された、暫定的な税負担の軽減措置である定率減税は、最近
　　の経済状況を踏まえて平成１９年度から廃止となります。
　　　このことで、１９年度住民税については最大で２万円の負担増、１９年分所得税については最大で
　　１２万５千円の負担増となります。
　
　【６５歳以上のかたの非課税措置の廃止】
　　　昭和１５年１月２日以前に生まれたかたで、平成１８年中の合計所得金額
　　が１２５万円以下のかたは、平成１７年までは非課税でしたが、年齢に関わ
　　らず公平に負担を分かち合うという観点から現役世代と同様の制度が適用さ
　　れます。
　　　ただし、急激な税負担を緩和するための経過措置がとられ、平成１８年度
　　は均等割２, １００円、所得割１/ ３で課税でしたが、平成１９年度につい
　　ては均等割３，４００円、所得割２/３で課税となります（平成２０年度以降、
　　この措置は廃止されます）。
　　　この経過措置は、急激な税負担を緩和するための住民税のみの措置となっ
　　ています。

■主な社会保障制度への影響は？
　【国民健康保険税、介護保険料】
　　　佐用町においては、今回の税制改正による国民健康保険税、介護保険料への影響はありません。
　　　ただし、平成１８年度の税制改正に伴う経過措置を受けているかたは、経過措置の影響があります。

■お問い合わせ
　　【住民税（町県民税）】　　  税務課（町民税係）　　☎８２-０６６２
　　【国民健康保険税】　　　　住民課（国保年金係）　☎８２-０６６０
　　【介護保険料】　　　　　　健康課（介護保険係）　☎８７-８０２０

　　※税源移譲に伴う住民税については、広報さよう（平成１９年１月号）にも掲載しています。
　　　町ホームページ（http://www.town.sayo.lg.jp）からもご覧いただけます。
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６月から個人住民税（町県民税）　　

給与所得者 年金受給者 自営業者
町県民税 平成１９年６月から増税 平成１９年６月から増税 平成１９年６月から増税

所得税 平成１９年１月からすで
に減税になっています

平成１９年２月からすで
に減税になっています

平成２０年２月～３月の
確定申告で減税

所得税の
確認方法 給与明細 年金振込通知書 　　　　　　―

■どう変わるの？
　　個人住民税の税率を１０％（町民税６％、県民税４％）に統一し、　所得税の税率が見直されます。

　町県民税は 6月から、
所得税については、給与
所得者は 1月から、年金
受給者は　2月から、自
営業者は来年 2月から 3
月の確定申告で減税とな
ります。

■税負担は増えるの？

町　県　民　税 所　　　得　　　税 合計負
担率所得割課税所得 税率 課税所得 税率

２００万円以下 ５%
３３０万以下 １０%

１５%
２００万円を超え
７００万円以下 １０%

２０%
３３０万円を超え
９００万円以下 ２０%

３０%

７００万円を
超える １３%

３３%
９００万円を超え１８００万円以下 ３０% ４３%
１８００万円を超える ３７% ５０%

移譲前（平成１８年度まで）

課税所得
200 万円
以下の場合

住民税 (   5% )
所得税 (10% )

課　税　所　得 町県民
税率 所得税率 合計

負担率
１９５万円以下

１０%

５% １５%
１９５万円を超え３３０万円以下 １０% ２０%
３３０万円を超え６９５万円以下 ２０% ３０%
６９５万円を超え９００万円以下 ２３% ３３%
９００万円を超え１８００万円以下 ３３% ４３%
１８００万円を超える ４０% ５０%

移譲後（平成１９年度から）

住民税 (10% )
所得税 (  5% )

課税所得
195 万円
以下の場合

　平成 19 年度分から、「地方にできることは地方に」という方針のもとに進められている、
三位一体改革（国庫補助金改革、税源移譲、地方交付税の見直し）によって、国から地方に
３兆円規模の税源移譲が行われます。この税源移譲によって、多くのかたが所得税が減り、
住民税（町県民税）が増えることになりますが、基本的には合計の負担率は変わりません。

■いつから変わるの？

　ご安心ください。
　税源移譲によって住民
税（町県民税）が増えて
も、所得税が減るため、
納税者の負担は基本的に
変わりません。
　ただし、住民税だけで
みてみると、増えるかた
がほとんどです。
　なお、定率減税が廃止
されるため、その分は負
担増となります。

基本的には合計の税率は同じ

合計税率 (15% )

合計税率 (15% )
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５
月
13
日
に
、
上
月
歴
史
資
料

館
周
辺
で
上
月
地
域
づ
く
り
協
議

会
主
催
の
「
上
月
城
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
上
月
城
の

歴
史
説
明
と
登
山
、
上
月
太
鼓
、

上
月
獅
子
舞
、
紙
す
き
実
演
と
ハ

ガ
キ
作
成
、
け
ん
玉
、
手
品
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
盛
り
だ

く
さ
ん
の
催
し
を
楽
し
み
ま
し

た
。石

原
俊
一
協
議
会
長
は
、「
協

議
会
あ
げ
て
の
、
は
じ
め
て
の
取

り
組
み
で
心
配
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に

ご
来
場
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
み
な
さ

ん
が
協
議
会
の
活
動
に
参
画
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
が
継
続
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

  
地
域
の
歴
史
を
学
ぼ
う

上
月
地
月
地何もない紙袋からあら不思議

ふたりとも“うまいっ” 　たくさんの人たちが楽しみました

〜
子
ど
も
の
自
尊
感
情
（
セ
ル
フ

エ
ス
テ
ィ
ー
ム
）
を
育
も
う
！
〜

◆
セ
ル
フ
エ
ス
テ
ィ
ー
ム
＝
大

人
に
な
る
ま
で
に
他
者
と
の
間

で
養
わ
れ
て
い
く
「
自
己
に
対

す
る
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
」。

「
私
だ
っ
て
や
れ
る
」
と
誇
れ
る

気
持
ち
。

―
  

わ
が
ま
ま
と
権
利  ―

お
と
な
た
ち
の
間
に
は
子
ど

も
に
「
権
利
」
を
与
え
る
こ
と

は
「
わ
が
ま
ま
を
助
長
す
る
」

「
自
己
中
心
的
に
な
る
」
な
ど

と
い
う
意
見
が
根
強
く
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
権
利
・
人
権

が
人
間
と
し
て
価
値
や
尊
厳
を

持
っ
て
生
き
て
い
く
う
え
で
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
自

分
の
権
利
を
自
覚
す
る
こ
と
で

他
人
の
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と

と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
見
落

と
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

な
に
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち

が
「
権
利
」
に
気
づ
く
機
会
を

つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

自
分
の
意
見
や
行
動
が
「
わ
が

ま
ま
」
な
の
か
「
権
利
の
主
張
・

行
使
」
な
の
か
を
見
極
め
て
判

断
す
る
力
こ
そ
が
子
ど
も
た

ち
、
そ
し
て
お
と
な
た
ち
に
必

要
で
す
。

―
  

ほ
め
る
・
待
つ  ―

子
ど
も
の
「
あ
り
の
ま
ま
」

を
認
め
る
こ
と
と
、
子
ど
も
自

身
の
意
志
表
明
・
参
加
を
う
ま

く
引
き
出
し
て
や
る
こ
と
が

「
セ
ル
フ
エ
ス
テ
ィ
ー
ム
」
を

育
む
に
は
特
に
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

上
手
に
ほ
め
て
、
子
ど
も
に

自
信
を
与
え
る
と
と
も
に
、
時

に
は
子
ど
も
自
身
が
自
ら
気
づ

く
ま
で
「
待
つ
」
こ
と
の
で
き

る
お
と
な
、
成
長
・
発
達
を
支

援
す
る
お
と
な
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
は
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ひ

と
り
の
人
間
と
し
て
、
個
性
が

尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。
子
ど
も
の
「
力
」
を
信

頼
し
、
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

（
参
考
：
西
同
協
啓
発
活
動
研
究
委
員
会
学
習
資
料
・

財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
資
料
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

子
ど
も
の
人
権

〈
ほ
め
方
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
〉

・
具
体
的
に
理
由
を
つ
け
て
ほ
め
る

・
ほ
め
言
葉
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す

・
子
ど
も
の
努
力
と
や
さ
し
さ
に

つ
い
て
は
思
い
き
り
ほ
め
る

・
頭
を
な
で
る
な
ど
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
併
用

・
繰
り
返
し
ほ
め
る
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４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
町

内
13
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
平
成

19
年
度
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
成
19
年
度

の
各
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
会
長

を
は
じ
め
、
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
地

域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
が
決
ま

り
、
ま
た
、
事
業
計
画
な
ど
が
承

認
さ
れ
、
活
動
が
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
。

 
平
成
19
年
度
の
地
域
づ
く
り
の
〝
リ
ー
ダ
ー
〞
が
決
ま
る

　
　
　

平
成
19
年
度
の
各
地
域
づ
く
り
協
議
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト

協議会名 協議会長名 センター長名

佐用地域づくり協議会 高見芳徳 倉部次男
長谷地域づくり協議会 ★ 小林捷二郎 尾﨑恒生

平福地域づくり協議会 ★ 大谷和廣 ★ 俊藤春夫

石井地域づくり協議会 ★ 岡本　平 蓮谷善亮
海内地域づくり協議会 ★ 井上和夫 濵田良典
江川地域づくり協議会 木村政照 永本大作

幕山地域づくり協議会 森口慶熙 和田　繁

上月地域づくり協議会 ★ 石原俊一 今本誠示

久崎地域づくり協議会 高見英郎 古淵清之

中安地域づくり協議会 内山宗一 稲谷茂之

徳久地域づくり協議会 ★ 鎌内大助 舟引光雄

三河地域づくり協議会 安東美次 松井勝俊
三日月地域づくり協議会 ★ 坂口　榮 藤木節男

　平成１９年度　各地域づくり協議会
　　会長・センター長　（★は新任・敬称略）

　

西
日
本
高
速
道
路
㈱
津
山
工
事

事
務
所
が
実
施
し
て
い
る
、
鳥
取

自
動
車
道
と
中
国
自
動
車
道
を
連

結
す
る
佐
用
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）（
仮
称
）
建
設
工
事
の

た
め
、
夜
間
通
行
止
め
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

■
通
行
止
め
の
日
時

　

６
月
12
日
（
火
）
夜
８
時
か
ら

　
　
　

13
日
（
水
）
朝
６
時
ま
で 

※
荒
天
時
は
、
６
月
13
日
（
水
）

か
ら
６
月
14
日
（
木
）
の
同
じ
時

間
帯
に
順
延
さ
れ
ま
す
。

※
右
記
日
時
も
荒
天
の
場
合
は
、

６
月
14
日
（
木
）
か
ら
６
月
15
日

（
金
）
の
同
じ
時
間
帯
に
順
延
さ

れ
ま
す
。

　

通
行
止
め
時
は
別
図
の
と
お
り

中
国
道
の
迂
回
路
案
内
が
表
示
さ

れ
ま
す
。
迂
回
路
周
辺
住
民
の
み

な
さ
ま
に
は
、
通
行
止
め
時
に
通

行
さ
れ
る
車
両
に
十
分
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
日
本
高
速
道
路
㈱

　
　
　
　
　

津
山
工
事
事
務
所

　
　

☎
０
８
６
８
・
26
・
７
１
１
４

　

建
設
課　

☎
82
・
２
０
１
９

通
行
止
め
に
ご
協
力
を

　

中
国
自
動
車
道
《
山
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
〜
佐
用
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
》
夜
間
通
行
止

《迂回路》
佐用インターチェンジ～（国道 373 号）上町
交差点～（国道 179 号）～太田井橋交差点～（主
要地方道宍粟下徳久線）～中広瀬交差点～（国
道 29 号）～山崎インターチェンジ

　

５
月
３
日
に
湯
小
ふ
れ
あ
い
広

場
で
、
湯
小
集
落
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー

ム
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
地
域
の
ふ
れ
あ

い
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
15
年
目
を
迎
え
ま

す
。

　

集
落
内
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
参
加
者
約
80
人
の
み
な
さ

ん
は
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
簡

単
な
ゲ
ー
ム
や
競
技
で
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
み
ん
な
い
い
汗
を
か
き
ま
し

た
。
世
代
を
超
え
て
集
ま
る
こ
の

行
事
は
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
地
域
の
絆
を
深
め
ら
れ
ま

し
た
。

楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
競
技
で
ふ
れ
あ
い
交
流

　和気あいあいのゲーム大会
湯
小
集
落
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
大
会
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
初

日
で
あ
る
５
月
11
日
に
、
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
佐
用
店
の
駐
車
場
で
交

通
安
全
総
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
佐
用
町
か

ら
根
絶
す
る
た
め
、
地
域
や
事
業

所
、
団
体
な
ど
の
代
表
者
に
よ
る

交
通
事
故
撲
滅
へ
の
決
意
表
明
が

行
わ
れ
た
後
、
佐
用
保
育
園
の
園

児
に
よ
る
歌
と
交
通
安
全
誓
い
の

こ
と
ば
に
続
い
て
、
交
通
事
故
撲

滅
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
け
た
カ
ラ

フ
ル
な
風
船
が
青
空
に
放
た
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
交
通
安
全
宣
言

が
朗
読
さ
れ
参
加
者
全
員
の
拍
手

で
採
択
さ
れ
集
会
が
終
了
。

　

そ
の
後
、
会
場
と
佐
用
共
立
病

院
下
の
国
道
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安

全
運
転
を
訴
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
総
決
起
集
会
を
開
催

事
故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

交通事故をなくしましょう

　
　
　

下
上
月
で
道
路
の
安
全
を
再
点
検

５
月
14
日
に
下
上
月
の
国
道

３
７
３
号
沿
い
で
交
通
安
全
総
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
・
中
・
高
の
学
校
関
係
者
と
、

地
元
自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
の
代
表
者
な

ど
約
20
人
が
、
日
ご
ろ
子
ど
や
お

年
寄
り
な
ど
多
く
の
人
が
利
用
す

る
道
路
を
実
際
に
歩
い
て
、
そ
の

安
全
性
を
点
検
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
道
路
や
歩
道
整

備
の
必
要
性
な
ど
の
意
見
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
総
点
検
を
実
施

危険箇所はないか危険箇所はないか

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
梅
雨
前
線

の
接
近
や
台
風
の
襲
来
に
よ
る
集

中
豪
雨
で
、
河
川
が
氾
ら
ん
し
た

り
、
が
け
く
ず
れ
な
ど
の
災
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
家
庭
で
も
今
一
度
、
近

く
の
た
め
池
や
裏
山
、
河
川
な
ど

危
険
な
所
を
見
て
ま
わ
っ
た
り
、

非
常
時
の
携
帯
品
を
用
意
す
る
な

ど
し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
は
、
す
ぐ
に
農
林
振
興
課
へ
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
の
ま
わ
り
の
こ
こ
が
危

な
い

◆
丘
陵
地
・
傾
斜
地

地
質
・
勾
配
・
保
水
状
態
な
ど

を
検
討
し
、
が
け
く
ず
れ
の
危
険

性
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
危
険
な
と
こ
ろ
は
よ
く

見
回
り
ま
し
ょ
う
。
雨
が
や
ん
だ

あ
と
で
も
、
約
４
時
間
は
危
険
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
水
害
の
恐
れ
の
あ
る
地
域

　

付
近
の
河
川
の
堤
防
の
高
さ
や

警
戒
水
域
な
ど
か
ら
、
浸
水
の
危

険
性
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
山
崩
れ
・
地
す
べ
り
が
発
生
す

る
と
き

○
１
時
間
に
20
〜
30
ミ
リ
、
ま
た

は
、
１
日
に
80
ミ
リ
程
度
の
雨
量

が
あ
る
と
、
が
け
く
ず
れ
山
く
ず

れ
の
危
険
性
が
大
き
く
な
り
ま

す
。

○
が
け
や
山
の
途
中
か
ら
水
が
噴

き
出
し
、
し
か
も
そ
れ
が
濁
っ
て

い
た
ら
、
が
け
く
ず
れ
の
前
兆
で

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課

☎
82
・
０
６
６
７

　
　
　
　

梅梅

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
万
全

シ
ー
ズ
ー
ズ
ン

て
万
全全
の

万
全
の

をを

「
豊
か
な
村
を
災
害
か
ら
守
る
月
間
」

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す

６月は
「
さ
よ
う
安
全
安
心
ネ
ッ
ト
」
で
防
災
情
報
を

「
さ
よ
う

「
さ
「
さ

災
ネ
ッ
ト
」
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い

よ
うう
防
災
防
災
ネネ
ッ
ト
」
ト
」
を
登
録
登
録録
し
てて
く
だ
く
だ
ささ
い

だ
さ
い

町
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
機
能

を
利
用
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
登
録

さ
れ
た
か
た
に
、
災
害
時
の
緊
急

情
報
や
防
犯
・
交
通
安
全
な
ど
に

関
す
る
安
全
安
心
情
報
を
い
ち
早

く
お
届
け
す
る
「
さ
よ
う
安
全
安

心
ネ
ッ
ト
」
の
運
用
を
始
め
て
い

ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
方
法

は
す
で
に
各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
住
民
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０
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救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

救急車を呼ぶときの注意点について
救急車が早く現場へ着くために
は、素早い正確な通報を
昨年の、佐用町内における救急出動件数
は、７７９件でした。
これを１１９受信から現場到着までにか

かった時間の平均で見てみると、９．２分
となっています。時間の遅れが命取りにな
ることもありますが、少しでも早く現場へ
着くためにといって、むやみにスピードを
上げて走ることは危険がありできません。
そこで、みなさんの素早い正確な通報が
大切になってきます。あわててしまうのは
仕方ありませんが、場所がわからなければ
救急車の到着が遅れてしまいます。職員が
次の事を聞きますので、落ち着いて答えて
ください。

①火事ですか？救急ですか？　　　　　
②どうしましたか？
③場所はどこですか？
　ここが一番大切です。消防署の１１９
番通報を受信する通信指令台では、救急
車の来てほしい家の、
●世帯主の名前
●電話番号
●集落名と番地
のいずれかがわかれば、画面にその家を
中心とした地図が表示されますので、正確
な場所がわかります。場所が確認出来れば、
印刷されたこの地図を持って救急車は出動
できます。
つづいて

④事故や患者のようすを詳しく教えてくだ
さい。
そして、人手があれ

ば救急車の誘導をお願
いします。
家の外での事故などは、一番近くの家の
名前、付近の目印となる建物などを知らせ
てください。

■お問い合わせ
　消防署救急救助課救急係　☎８２-３８７２

平成 19 年度　全国統一防火標語　「火は見てる　あなたが離れる　その時を」

４
月
29
日
に
大
酒
ふ
れ
あ
い
広

場
で
、
大
酒
集
落
が
主
催
す
る
消

防
訓
練
が
、
80
人
以
上
の
住
民
が

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
落
を
あ
げ
て
行
わ
れ
る
、
花

ま
つ
り
行
事
の
時
間
を
利
用
し
た

訓
練
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
回

目
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
参
加
者
全
員
が
、
救
急
救
命
士

の
指
導
に
よ
る
心
肺
そ
生
法
と
、

訓
練
用
水
消
火
器
を
使
っ
て
の
消

火
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

消
防
署
で
は
、
こ
の
よ
う
な
各

地
域
に
出
向
い
て
の
訓
練
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署
管
理
課
予
防
係

☎☎
8282
・
３
８

・
３
８
７
４

８
７
４ 真剣に取り組む参加者

地
域
を
あ
げ
て
消
防
訓
練

大
酒
集
落

（
２
０
７
㌶
）
で
行
い
ま
し
た
。

（
２
０

ま
し
た
。。

■
お
■
お
問

　
　

農農

６
６
７

６
６
７７

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
町
内
38
カ
所
で
実
施大切な農地を守りましょう
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●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

●
日
時　

６
月
23
日(

土)

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

●
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
会
議
室

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
６
月
の
お
り
が
み　

　
　
「
ひ
つ
じ
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

  

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　佐用郡佐用町佐用２５８５
　　　　　　　　　　佐用町立図書館
　　　　　　　　　　　　☎８２-０８７４
　　　　　　　　　　　　FAX ８２- ０３１３
　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　toshokan@town.sayo.lg.jp
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.toshokan.town.sayo.lg.jp

６月　June　水無月 　             ７月　July　文月

　

原
体
験
と
は
、
動
物
や
植
物
、

水
や
石
や
土
な
ど
の
自
然
物
と

直
接
ふ
れ
合
う
こ
と
自
体
を
目

的
と
し
て
い
る
直
接
体
験
で
す
。

学
習
を
意
図
し
て
い
な
い
遊
び

な
の
で
、
自
然
に
対
す
る
直
接

的
な
感
動
や
興
味
・
関
心
を
呼

び
お
こ
し
ま
す
。
こ
れ
は
や
が

て
知
的
興
味
関
心
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
動
物
や
植
物
な
ど
生

き
て
い
る
も
の
に
ふ
れ
る
原
体

験
は
、
感
性
の
発
達
を
促
す
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

生
き
た
魚
を
さ
わ
る
と
ヌ
ル
ヌ

ル
す
る
し
、
し
ぶ
柿
を
食
べ
る

と
し
ぶ
い
。
五
感
（
触
覚
・
臭
覚
・

味
覚
・
視
覚
・
聴
覚
）
で
知
覚

し
た
自
然
物
の
体
験
は
説
明
ぬ

き
に
情
報
を
直
接
伝
え
て
く
れ

ま
す
。

　

原
体
験
が
少
な
い
と
言
葉
が

乏
し
く
な
り
ま
す
が
、
豊
富
な

原
体
験
は
語ご

い彙
も
表
現
も
豊
か

に
な
り
ま
す
。
い
く
ら
表
現
の

技
術
を
習
っ
て
も
、
感
動
が
な

け
れ
ば
そ
れ
は
生
き
て
き
ま
せ

ん
。
原
体
験
が
あ
れ
ば
、
こ
れ

が
先
行
経
験
と
な
っ
て
い
つ
ま

で
も
残
る
の
で
、
後
か
ら
学
ぶ

知
識
も
生
き
て
き
ま
す
。

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

で
は
、
今
年
度
か
ら
、
野
菜
と

花
づ
く
り
な
ど
の
栽
培
活
動
（
自

然
体
験
）
を
目
的
と
し
た
「
ど

ろ
ん
こ
サ
ー
ク
ル
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

三
日
月
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
推
進
員
で
も
あ
る
古
川
由

美
さ
ん(

上
本
郷)

に
、
畑
の

一
画
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
、

野
菜
な
ど
の
苗
の
植
え
方
や
種

の
蒔
き
方
な
ど
の
指
導
と
野
菜

や
草
花
の
名
前
や
特
徴
な
ど
も

教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
土
に
触
れ
な
が
ら
、

四
季
お
り
お
り
の
自
然
を
肌
で

感
じ
る
体
験
が
で
き
れ
ば
…
と

思
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の
中
で

過
ご
す
こ
と
で
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
も
新
鮮
な
も
の
に
な
り
、

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
深
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
反

応
や
言
動
に
新
た
な
発
見
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
に
、
な
る

べ
く
多
く
の
原
体
験
を
さ
せ
て

あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

※
参
考
図
書　
『
生
物
学
か
ら
み
た
子
育

　
　
　
　
　
　

  

て
』　

山
田
卓
三
著

★
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

  

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

　 

６
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

16
日(

土
）
で
す
。お待ちしています

　

毎
週
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る

お
は
な
し
会
を
、
今
月
か
ら
５
歳

か
ら
小
学
２
年
生
ま
で
を
対
象
と

し
た
小
さ
い
人
向
け
の
お
は
な
し

と
、
小
学
３
年
生
以
上
を
対
象
と

し
た
大
き
い
人
向
け
の
お
は
な
し

と
に
分
け
た
内
容
に
変
更
し
ま

す
。

　

時
間
帯
も
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て

開
催
し
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
小
さ
い
人
（
５
才
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
６
月
の
お
は
な
し

　
　
　
　
　
『
ふ
る
や
の
も
り
』

■
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
６
月
の
お
は
な
し

　
　
　
『
り
こ
う
な
お
嫁
さ
ん
』

※
そ
の
他　

い
ず
れ
も
申
込
不
要
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認
知
症
の
原
因
と
し
て
最
も
多

い
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
は
、

も
の
忘
れ
か
ら
始
ま
る
の
が
特
徴

的
で
す
。

　

し
か
し
、
通
常
、
も
の
忘
れ
は

加
齢
と
と
も
に
多
く
な
る
た
め
、

心
配
の
な
い
歳
相
応
の
、
も
の
忘

れ
で
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
歳

相
応
の
も
の
忘
れ
と
は
〝
会
っ
た

人
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い
〞
な

ど
の
〝
ど
忘
れ
〞
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
に
よ
る
、も
の
忘
れ
は〝
人

に
会
っ
た
〞
こ
と
、
そ
れ
自
体
を

忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。〝
食
事
を

し
た
〞〝
お
金
を
払
っ
た
〞
な
ど

を
忘
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な

り
ま
す
。
歳
相
応
の
も
の
忘
れ
が

ひ
ど
く
て
も
日
常
生
活
に
支
障
が

な
い
場
合
も
あ
り
、
こ
れ
を
「
軽

度
認
知
障
害
」
と
い
い
、
そ
の
一

部
は
の
ち
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

に
進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
の
忘
れ
が
気
に
な
り
始
め
た

ら
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
か
、

神
経
内
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
身
近
に
い
る
人
で
、
そ
の
人
の

　

こ
と
が
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い

　

る
人
が
同
伴
す
る
の
が
理
想
。

※
受
診
時
は
、
家
庭
で
の
様
子
を

　

具
体
的
に
（
例
え
ば
、
ど
ん
な

　

時
に
ど
ん
な
こ
と
を
会
話
し
、

　

ど
ん
な
行
動
を
し
た
か
な
ど
）

　

で
き
れ
ば
メ
モ
書
き
に
し
て
持

　

参
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

※
受
診
時
は
、
今
飲
ん
で
い
る
薬

　

を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
検
査

１
．
問
診

・
も
の
忘
れ
の
状
態
や
既
往
歴
、

　

現
在
飲
ん
で
い
る
薬
な
ど

・
今
ま
で
の
生
活
ス
タ
イ
ル
、
職

　

業
な
ど
（
過
去
を
含
め
て
）

・
現
在
の
状
況
が
以
前
と
比
べ
て

　

ど
う
変
わ
っ
た
か
な
ど

２
．
理
学
的
検
査
（
全
身
状
態
と

　

神
経
系
の
診
察
）

３
．
認
知
機
能
検
査
（
ミ
ニ
メ
ン

　

タ
ル
テ
ス
ト
な
ど
）

４
．
必
要
な
場
合
は
更
に
画
像
検

　

査
（
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ

　

Ｃ
Ｔ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
）

　

脳
の
形
態
、
脳
の
血
流
や
代
謝

な
ど
脳
の
機
能
検
査
が
行
わ
れ
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

   

認
知
症
予
防
の
可
能
性
Ⅴ

●大人向けの本
　ビル・ゲイツ、北京に立つ　
　　  ―天才科学者たちの最先端テクノロジー競争　
　　   ロバート・ブーデリ／著　日本経済新聞出版社
　大空襲と原爆は本当に必要だったのか
　　　   　Ａ．Ｃ．グレイリング／著　河出書房新社
　上月城史　   　竹本春一／著　兵庫県佐用郡上月町
　お風呂自慢の日帰り温泉　   　　　　　日本出版社
　マイナス５０℃の世界　   米原万里／著　清流出版
　危険な幻想　－中国が民主化しなかったら世界はどうなる？
　　　　　　   ジェームズ・マン／著　ＰＨＰ研究所
　死刑囚最後の１時間　   　　欠端大林／編　宝島社
　あなたの町の子育てサポートブック
　　　   西播磨地域ビジョン委員育児支援推進チーム
　なぜヒトの脳だけが大きくなったのか　－人類進化最
　　　大の謎に挑む　　　　　  　浜田　穣／著　講談社
　炭水化物ダイエット　－メタボリック症候群の予防、解消
　　　バイブル　　　　     茨木くみ子／著　文化出版局
　兵庫の工業　   兵庫県県民政策部政策局統計課／編
　　　　　　　   　　兵庫県県民政策部政策局統計課
　見てわかる！クルマのメンテナンス＆しくみ完全ガイド
　 　　　　　　　　　　　　　　  脇森　宏／著　池田書店
　あんこのおやつカレンダー　－あずきあんこでできる洋
　　　風レシピ３０　　　　     坂田阿希子／著　淡交社

　家庭菜園全科　１・２　
　　　　　　　　   戸沢英男／著　農山漁村文化協会
　女性のための筋力トレーニング　－機能的なカラダは
　　　美しい！動ける、使えるカラダに変わる !!

　 Ｒ‐ｂｏｄｙ　ｐｒｏｊｅｃｔ／監修　池田書店
　斎藤佑樹くんと日本人　   中野　翠／著　文芸春秋
　兵庫県ことば読本　
   　　 兵庫県高等学校教育研究会国語部会／編　東京書籍
　君死にたもうことなかれ　－与謝野晶子の真実の母性
　　　　　　　　　　　　   茨木のり子／作　童話屋
　迷産時代　　　　　　　   　宇佐美游／著　双葉社
　相棒に手を出すな　　   　　逢坂　剛／著　新潮社
　ジェネラル・ルージュの凱旋   海堂　尊／著　宝島社
　前巷説百物語　　   　　　京極夏彦／著　角川書店
　果断　－隠蔽捜査　２   　  　　今野　敏／著　新潮社
★風信子（ヒアシンス）の家　－神代教授の日常と謎
　　　　　　　　   　　篠田真由美／著　東京創元社
■なかなかいい生き方   　　　平岩弓枝／著　講談社
　棟居刑事の殺人の隙間（スリット）　
　　　　　　　　　　　   　　森村誠一／著　双葉社
　ウォンドルズ・パーヴァの謎　
　　　   グラディス・ミッチェル／著　河出書房新社
●子ども向けの本   
　都道府県別日本の地理データマップ　１～８
　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　小峰書店
　理科の自由研究のまとめ方　基本編　
　　　　　　　   　高梨賢英／共著　さ・え・ら書房
　帰ってきた船乗り人形　
　　　　　　　   ルーマー・ゴッデン／作　徳間書店 
　トコトコさんぽ　   　　長野ヒデ子／作　鈴木出版

★は図書館と南光図書室に、■は図書館と三日月図
書室にあります。

H19.4.21 ～ 5.17 受け入れ分の一部
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南光歯科保健センター
◆受　付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時３０分から午後５時まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８-１１８０（いい歯を）

　最近の私たちの食生活は、脂肪や塩分のとり過ぎ、
野菜の不足、また朝食の欠食などさまざまな問題が
あり、肥満や生活習慣病が増加しています。
　こうした病気を予防・改善し生涯健康に暮らすた
めには、バランスの良い食事を心がけることが大事
です。

「日本型食生活」とは
　ごはんを主食として、魚や肉、野菜・果物、海藻、
豆類など多様な副食を組み合わせた栄養バランスの
優れた健康的で豊かな食生活をいいます。最近は欧
米でもこの「日本型食生活」が注目されています。
ごはんとおかずを交互に食べることにより、タンパ
ク質や脂肪のとり過ぎが抑えられ、野菜や豆・海藻
などから食物繊維が無理なく上手にとれます。特に
難しいエネルギー計算をしなくても栄養バランスが
良く､ エネルギーのとり過ぎも予防できます。
　また、主食である「ごはん」はどのような食材と
も相性がいいので献立の幅もひろがりますね。

「“ ごはん ” を食べると太る」は本当 ??
　ごはんは、実は以外に低カロリー。
　また、粒のまま食べるので、粉食（パン・麺類）
に比べ消化・吸収が穏やかで、脂肪を蓄える作用の

あるインスリンの分泌
をあまり刺激しないこ
とから太りにくいと言
われています。
　また、腹持ちがいい
ので間食予防にも最適
ですよ。ダイエットの
ためにごはんを極端に
減らす人もいますが、
これでは反対にエネルギー不足をおこしたり、脳の
唯一のエネルギー源であるブドウ糖も摂取できなく
なります。
・・・健康的なごはん食の工夫・・・　
　①薄味に心がけましょう。
　②漬物や汁物など塩分の多いものを一緒にとりや
　　すいので注意しましょう。
　③肉類の脂身などの動物性脂肪を控えた料理を組
　　み合わせましょう。
　④たっぷり野菜を心がけましょう。
　　日ごろから、“ごはん ” を中心としたバランスの
　　良い「日本型食生活」を心がけ、健康的な生活
　　をおくりましょう。

★献血のお願い★

     
 　  9:30 ～ 10:30　ＪＡ兵庫西佐用支店
　 11:30 ～ 12:30　佐用警察署   
　 14:15 ～ 15:30　道の駅宿場町ひらふく
 

　   9:30 ～ 11:30　役場三日月支所
 　13:30 ～ 15:30　役場上月支所

■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７-８０２０

　町では、５月２２日（火）から「平成１９年度町ぐるみ健診」を
実施しています。
　７月５日（木）から上月地域の健診が始まり、続いて７月２３日
（月）から三日月地域、７月３１日（火）から佐用地域で実施します。
　それぞれ申し込み締め切りまでに忘れずに申し込みましょう。
　なお、南光地域の健診は終了しましたが、各会場までお越しいた
だければ受診できますのでお申し込みください。
　この機会にぜひ受診し、早期発見、早期治療に努めましょう。

■お問い合わせ　　　健康課　☎８７-８０２０

毎年受診して、早期発見、早期治療を

６月７日（木）

７月２日（月）

― 節目検診 ―　

　町民のかたで、平成
２０年３月３１日時点
で７０歳以上のかたと、
４０歳、５０歳、６０歳
のかたは、節目健診のた
め無料です（ただし、肝
炎ウィルス検診は全員有
料です）。

おすすめ「日本型食生活」　～「ごはん」を見直そう～
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　今年は、５月２２日から町ぐるみ健診がスタート
しています。町ぐるみ健診では、身体測定・血圧測定・
貧血検査・尿検査・眼底検査・心電図・胸部レントゲン・
歯科検診などの基本健診と胃がん検診、大腸がん検
診、前立腺がん検診、喀痰検査、肝炎ウイルス検診
などを実施します。
　基本健診のなかで実施している歯科検診は、むし
歯の有無だけでなく、口の中の粘膜の状態、また、
歯を支えている歯肉・歯槽骨の状態などの歯周疾患
の検診を行っています。歯周病はむし歯と異なって、
自覚症状が表れにくい疾患です。歯みがきの時に出
血が見られる場合は、歯周疾患が進行していると疑っ
たほうがよいでしょう。
　自分では、お口の中の状態は分かりません。１年
に１回は町ぐるみ健診で歯科検診を受けることをお
勧めします。
　昨年度は町ぐるみ健診で１，０６０人が歯科検診
を受けられていて、年代別にみると、３９歳以下が
１６２人 ( １５％ )、４０歳から６４歳までが３１０

人 ( ３０％ )、６５歳以上が５８８人 ( ５５％ ) と高
齢になっても、自分の歯に関心を持ち、歯科検診を
受けられています。
　また、健診結果をみると、歯周病の進行が軽い人
が５０パーセントを締めていて、定期検診と予防を
心がけることで、大半が健康な食生活をおくること
ができます。
　美味しく食べ、健康的な毎日を送るためには、歯
の健康は欠かせません。噛めなくなる前に歯周疾患
検診を受け、早期発見・早期治療に心がけましょう。

赤ちゃんとママの行事
佐用健康福祉事務所

　６月行事カレンダー
●犬の引き取り
　　６日（水）10:00 ～ 10:30
●思春期精神保健相談（要予約）
　　７日（木）13:30 ～ 16:00
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　12 日（火）10:30 ～ 15:30
●アルコール相談
　　14 日（木）13:30 ～ 15:30
●こころのケア相談（要予約）
　　14 日（木）14:00 ～ 17:00　
●専門的栄養相談（要予約）
　　19 日（火）10:00 ～ 11:30
●犬の引き取り
　　20 日（水）10:00 ～ 10:30
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )　　
　　27 日（水）13:30 ～ 16:00　
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　28 日（木）13:30 ～ 15:30
　※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　　☎８２-２６２１

★すくすく健康相談
　　　　（平成 18 年 12 月生まれ）
　６月８日（金）13：30 ～

★ヨチヨチ健康相談
　　　 　（平成 18 年 6月生まれ）
　６月１５日（金）13：30 ～

★１歳６カ月児健診
　　  　（平成 17 年 10 月～平成 17 年 11 月生まれ）
　６月１９日（火）13：00 ～

★４カ月児健診　　   （平成 19 年 2月生まれ）
　６月２５日（月）13：30 ～

★０歳児クラス　　   　（２ヵ月～１歳未満）
　７月２日（月）10：00 ～

★ぱくぱく離乳食教室
　　　         　（すくすく健康相談後～１歳５カ月未満）
　７月１２日（木）10：00 ～

※いずれも場所は上月保健福祉センター

   歯周疾患検診を受けましょう

重度良好 軽度

歯周病は歯を支えている歯槽骨と歯肉の疾患です
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５月２１日に町長室で、佐用町商工会
女性部（坂本ひとみ部長・栄町）が、町
のＰＲ用壁掛け５０枚を寄託しました。
昨年佐用町で開催されたのじぎく兵庫

国体の啓発のぼりを、再利用して作成し
たもので、部員のみなさんは、「町内の
施設に配布していただいて、少しでも町
のＰＲになればうれしいです」と笑顔で
話されていました。

町のＰＲに活用を　　―  佐用町商工会女性部  ―

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　５月２１日に池田春雄
さん（上長尾）の畑で、
佐用小学校１年生５１人
と佐用保育園年長児２９
人が、また、２２日には、
藤木貞子さん（上長尾）
の田で、佐用マリア幼稚
園星組、月組の園児２５
人がいちご狩りを楽しみ
ました。

すごくあまくておいしかったよ　　―  いちご狩り  ―

  町のＰＲに役立てます

 こんなにとれました（佐用小、佐用保）
 みんなで仲良くとりました（佐用マリア幼稚園）

5 月１８日から２０日の３日間、道の駅宿場町ひらふくで佐用町作
家会アースワーム（黒野丈治代表・奥金近）がひらふくアート展を開
催しました。
佐用町作家会アースワームは佐用町を制作の拠点とする５人のアー

ティスト（岡本進一さん・新町／大嶋啓靖さん・南新町／黒野丈治さん・
奥金近／瀬戸哲也さん・山王／野村直城さん・櫛田）がそれぞれの創
作活動を行いながら互いに刺激しあい、さらに質の高い作品づくりを
目指して設立されました。
黒野代表は「今回、作家と来場者の交流の場としての、質の高い展

示空間を創り、地域の創造的文化の活性化のきっかけになればと、アー
ト展を開催しました。この３日間で５００人を超す来場者を迎え、確
かな手ごたえを感じました。１１月には、さよう文化情報センターで
展示とパネルディスカッションを開催する予定ですので、ぜひご来場
ください」と話されていました。

地域の創造的文化の活性化を　　－  佐用町作家会アースワーム  －

秀作ぞろいのアート展
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　５月２４日、西岡正佐用町議会議長が兵庫県功労者表彰を受賞されました。
　これは、地方自治の振興発展に貢献し、その功績が特に優れ、町議会議員
として１５年以上在職したかたに贈られる賞です。
　西岡町議会議長は、昭和 62 年８月に、旧南光町議会に初当選以来、連続
６期 19 年８カ月のうち、７年１カ月にわたり、議長として円滑な議会運営
のために尽くされました。特に、合併については平成 10 年に合併調査特別
委員長に就任して以来、議会内の調整や、積極的に町当局との調整を努め、
２回にわたる住民投票を経て合併の決定に多大の功績がありました。
　合併後も議長に就任し、豊富な経験を持って現在も活躍中です。

兵庫県功労者表彰を受賞　　　－  西岡正町議会議長  －

　４月２９日に開催された、「スプリングフェアー 2007 の出る杭
大賞」で佐用町から３団体がそれぞれ賞を受賞しました。
　●出る杭大賞　　ほっとネット３７３（重兼亘理事長・桜山）
　●みまもりま賞　佐用町商工会青年部（熊橋正憲部長・栄町）
　●つながったで賞 千種川ネットワーク（山西薫代表・久崎）
　ほっとネット３７３の重兼亘さんは、「ＮＰＯ法人ほっとネット３７３
は、行政の区域を越えてまちづくりの支援と地域の活性化に取り組んで
います。このことが評価されたものでうれしく思います。この受賞を機
会に兵庫・岡山・鳥取の３県を活動エリアとして、佐用町のみなさんと
一緒に活動を続けます」と話されました。

日ごろの活動が評価されました　　―  「スプリングフェアー 2007 の出る杭大賞」  ―　

井戸敏三兵庫県知事とほっとネット３７３のみなさん

  西岡正町議会議長

　５月１９日に、兵庫県土建一般労働組合姫路支部佐用分会（井原勝
美分会長）の役員６人がボランティアで、笹ヶ丘荘ログハウスくるみ
の家の修繕を行いました。
　当日は、朝９時から柵や会談、手すりなどの塗装を約２時間行いま
した。
　井原会長は、「会員がそれぞれ専門で慣れているので、いろいろなこ
とができます。一昨年からこの取り組みを行っており、これからも毎年、
町の施設でできることを実施していきたいです」と汗をぬぐいながら
話されていました。
　過去には、中国自動車道佐用インターのトイレの外壁の塗り替えや、
どんぐりの家の修繕をしていただきました。

冴える職人の技　 　－  兵庫県土建一般労働組合姫路支部佐用分会  －

　施設が喜んでいます
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　兵庫県選挙管理委員会では、選挙
や候補者に関する情報を点字または
音声（朗読テープ）にした「選挙の
お知らせ」を申し込みいただいた視
覚に障がいのあるかたに無料配布し
ています。
■対象となる選挙
　国政選挙、兵庫県知事選挙、兵庫
　県議会議員選挙
○ご入り用のかたは
　＊点字版・音声版とも、電話か郵
　　便で、郵便番号・住所・氏名・
　　ご希望の種類（点字または音声）
　　を、兵庫県選挙管理委員会まで
　　ご連絡ください。
　■お問い合わせ・お申し込み
　兵庫県選挙管理委員会
　〒 650-8567
　　神戸市中央区下山手通５丁目　
　　10- １
　　☎  ０７８- ３６２- ３１０１
　　FAX ０７８- ３６２- ３９０７

５月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
４月 21 日から５月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

６月６日～７月 5日

人のうごき

４月 21 日から５月 20 日届出分　敬称略

月
日

曜
日 内　　容 場　　所 時　　間

7 木 献血 本紙ｐ 18 をご覧ください
9 土 第11回南光インディアカ大会 中安小学校体育館 18：45 ～
10 日 長唄三味線ライヴ伝の会 さよう文化情報センター 14：00 ～
13 水 福祉相談 佐用町地域福祉センター 13：30 ～ 16：00
14 木 高年大学南光教室 南光文化センター 10：30 ～
17 日 よい子よい歯のつどい 南光文化センター 10：00 ～ 11：00

18 月 さわやかトーク（町長広聴会）南光支所（要予約） 10：00 ～ 12：00
三日月支所（要予約） 13：30 ～ 16：00

19 火 高年大学三日月教室 三日月文化センター 10：00 ～

20 水

高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～

行政相談

役場本庁舎２階相談室

13：00 ～ 15：00役場上月支所１階相談室
南光文化センター会議室
三日月文化センター

21 木 高年大学佐用教室 さよう文化情報センター 10：00 ～
24 日 足立輝代コンサート 南光文化センター 14：00 ～
25 月 弁護士相談 南光地域福祉センター 13：00 ～ 15：30
27 水 もの忘れ健康相談 町保健センター 13：00 ～ 16：00

7/2 月
献血 本紙ｐ 18 をご覧ください
南光グラウンドゴルフ大会 南光スポーツ公園   8：30 ～

人　口　２１，２１２人（－１７）
　　　　　男 １０，１１８人   （－　９）
　　　　　女 １１，０９４人   （－　８）

　世帯数　　７，３４７戸（　　１）

　５月中の移動
      出生 　　７人　死亡 　２０人
      転入 　３０人　転出 　３４人

点字及び音声による「選挙
のお知らせ」の無料配布

■募集対象　
　町内に在住または、勤務のかた
■応募方法
　標語、住所、氏名、年齢、電話
　番号を用紙に記入してご応募　
　（持参、郵送、ファクシミリ、　
　Ｅメール）ください。
■応募締切　７月３１日（火）
■選考
　応募作品の中から選考委員会によっ
　て５点程度の入賞作品を選考
■表彰等
　入賞作品は８月２５日（土）開
　催予定の「人権フェスタさよう
　２００７」の席上で表彰し、記
　念品を贈ります。また、標語は
　啓発資料などに使用します。
■お問い合わせ・応募先
　〒 679-5301　
　佐用町佐用 2585
　　佐用町生涯学習課
　　　☎８２-３３３６
　　　FAX ８２- ０３１３
     　　　  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：
        　orihime@town.sayo.lg.jp
各支所地域振興課でも受け付けます

★  優良運転者表彰のお知らせ  ★
　　　■賞別　金賞・銀賞・銅賞　　　■書類提出期日　６月３０日（土）まで
　　　■書類提出先・お問い合わせ　佐用交通安全協会☎８２-０５３３　　
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　放送大学は、テレビ・ラジオで授
業を行う通信制大学です。さまざま
な年代や職業の人たちへのニーズに
応える科目を３６０以上用意してい
ます。大学や大学院の授業科目を１
科目から気軽に学べます。

■受付期間
　６月１５日（金）～
　　　８月１５日（水）
■お問い合わせ
放送大学姫路サテライトスペース
　　☎０７９-２８４- ５７８８

■試験日
８月４日（土）
　　甲種第１類～第５類
　　乙種第１類～第５類
８月５日（日）
　　甲種特類
　　乙種第６類～第７類
■試験場所
兵庫県立兵庫工業高等学校
■受付期間
６月２１日（木）～６月２９日（金）
午前９時～午後５時
郵送は最終日消印有効
持参は土・日は不可
■お申込み方法
所定の受講申込書に必要事項を記
入し、受付場所まで郵送又は持参し
てください。申込用紙は佐用町消防
署にあります。
■受付場所
（財）消防試験研究センター兵庫支部
〒６５０－００１１
　神戸市中央区下山手通 5-12-7
　　協和ビル５階

■お問い合わせ
消防署管理課予防係
　　☎８２-３８７４

■とき
７月２６日（木）～７月２７日（金）
午前９時３０分～午後４時３０分
（甲種は２日間、乙種は初日のみ）
■ところ
佐用町コミュニティ防災センター
　（町消防署 ３階）
■受付期間
６月１５日（金）～７月１３日（金）
午前８時３０分～午後５時３０分
まで（土・日を除く）
■申込み方法
所定の受講申込書に必要事項を記
入し、消防署予防係まで持参してく
ださい。
（申込用紙は佐用町ホームページ
よりダウンロードできます）
なお、受講料４, ０００円と写真

（縦３ｃｍ×横２．５ｃｍ）２枚が必
　要です。
■お問い合わせ
　消防署管理課予防係
　　　☎８２-３８７４

　エコハウスでボランティア活動を
しませんか？
　今年の１１月に播磨科学公園都市
にオープン予定の地球温暖化等に関
する環境学習の拠点施設「エコハウ
ス（仮称）」で、環境学習プログラ
ム実施やイベント企画など館の運営
や事業活動に参加いただくボラン
ティア（エコハウスサポーター）を
募集します。子どもや自然が大好き
で、一緒に環境学習をやりたいかた
の応募をお待ちしています。
■募集期間　６月２２日（金）まで
■任期　委嘱日（平成１９年１０月ごろ）

～平成２２年３月３１日まで
■報酬等　無報酬ですが、自宅から
　エコハウスまでの交通費を至支給
■応募方法　応募用紙に必要事項を
　ご記入のうえ、応募先まで
■お問い合わせ・応募先
　兵庫県環境学習課エコハウス開設
準備担当
　☎０７８-３６２- ３９１０

■受験資格
　昭和６１年４月２日～
　　平成２年４月１日生まれのかた
■試験日・試験内容
　◎第１次試験
　　９月９日（日）
　　教養試験、適性試験、作文試験
　◎第２次試験
　　１０月１８日（木）～１０月　
　　２５日（木）の指定する一日
　　人物試験、身体検査
■採用予定数　約４５人
■申し込み受付期間
　６月２６日（火）～７月３日（火）
　　（郵送の場合７月３日消印有効）
■申込書提出先
　人事院近畿事務局
　　〒 553-8513　
　　　大阪市福島区福島 1-1-60
　　　☎０６- ４７９６- ２１９１
■お問い合わせ
　相生税務署
　　　☎０７９１-２３- ０３８０

佐用町役場 ( 代表）　      ☎  82-2521
FAX 82-0131

総務課　　　　　　　　☎ 82-2549
福祉課　　　　　　　　☎ 82-0661
生涯学習課　　　　　　☎ 82-3336
税務課　　　　　　　　☎ 82-0662
住民課　　　　　　　　☎ 82-0660
まちづくり課　　　　　☎ 82-0664
建設課　　　　　　　　☎ 82-2019
消防署管理課　　　　　☎ 82-3874
農林振興課　　　　　　☎ 82-0667
町民プール　　　　　　☎ 82-0123
スピカホール　　　　　☎ 82-0595
南光支所地域振興課　　☎ 78-0123

７月２日（月）です

 町県民税（普通徴収）の
 納期限日は

平成１９年度
第１回消防設備士試験

平成１９年度
　　　防火管理講習

―  今月の納税相談日   ６月２５日（月）―
受付時間：午前 8時 30 分～午後 5時
受付場所：役場本庁舎　税務課
　災害・盗難・疾病・失業や廃業など
によって納期限までに町税が納められ
ない場合は、納税相談に応じます。
■お問い合わせ
　　　税務課収納係☎８２-０６６２

「放送大学」第２学期
（10月入学）学生募集

平成19年度
国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験

エコハウス
　　サポーター募集
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「第２の地球発見で緊急観測」
　ヨーロッパのチームが、
てんびん座の恒星に地球に
似た惑星を発見しました。
しかも、その惑星には液体
の水が存在する可能性があ
るというのです。 
　これまで、約 200 個の惑
星が発見されていたのです
が、いずれも生物は住めな
いような天体ばかりでした。ですから、今回は天文
学上の大発見ということになります。 
　私たちは、さっそくこの惑星に宇宙人がいないか
緊急観測を開始しました。この惑星からレーザー光
線の信号が放射されていないかの調査です。
　まだ発見されてはいませんが、地球によく似た惑
星は、他にもかなりたくさんあると推察できます。
夜空を見上げる認識が変わりました。 
　西はりま天文台公園　主任研究員　鳴沢真也

 天文クイズ
　今回発見された「第２の地球」の名前は？ 
　　(1)　エリーゼ 185a　　 (2)　クリープ 999b 
　　(3)　グリーゼ 581c　　 (4)　ドリーム 777d 
 　先月号のクイズの答え　(1)　月　　

　お姉ちゃんは歌を歌ったり、体を動かすのが大好
きです。それを見ながら真似をして楽しんでいる弟。
　日に日に元気に成長するのを見ながら、子育てを
楽しんでいます。これからも２人仲良くネ。
　　　　　　　　　　　　　　パパとママより

編集・発行 /佐用町役場　広報委員会　〒679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  ☎ 0790-82-2521( 代 )
上月支所：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南光支所：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

FAX0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたはFAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

地域の手できれいな花を咲かせます

　「第２の地球」に宇宙人はいるか？　
　緊急観測の様子
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